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島原市上の町908   TEL.0957-62-3688  10-19時　㊡火曜日

広　告

産前産後のからだのこと、こころのこと、子育てのことなど、保健師や助産師など
専門のスタッフにお気軽にご相談ください。

問南島原市子育て世代包括支援センター 【こども未来課内（南有馬庁舎）】 
　☎７３－６６５２  FAX８５－３１４２

※令和３年１月１日から、こども未来課は南有馬庁舎に移転しました。

体重は増えているか不安…

こどもの発達が心配…初めての妊娠・出産で不安…

育児で疲れてイライラしたり気持ちが沈んだり…

私の子育て、これでいいのかな…

結  婚 妊  娠 出  産 子 育 て 学 童 期

『子育てにやさしい南島原市』をめざして

皆さんの子育てを応援します！皆さんの子育てを応援します！

南島原市南島原市 子育て世代包括支援センター子育て世代包括支援センター
2021年１月１日スタート！

妊娠・出産・子育ての相談窓口です妊娠・出産・子育ての相談窓口です
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7イルミネーションが街路樹を彩る
　南島原市冬のお祭り実行委員会が、街路樹（長さ1.6㎞）に青色をはじめ色と
りどりの電飾約34,000個を設置し、北有馬町内（国道２５１号～市道中川原
線、県道30号沿い）が美しい光に彩られました。
　11月24日、点灯セレモニーが行われ、佐原有紗さん（有馬小６年）がスイ
ッチを押し、点灯の瞬間には集まった地域住民から歓声が上がりました。今
回の電飾は、新型コロナウイルス感染症に対応している医療従事者への感謝
を伝えることと天正遣欧少年使節帰国430年記念の意味が込められています。
　同実行委員会の田島会長は「フェスティビタス ナタリスのイベントや巨大
ツリーの電飾は残念ながら中止になったが、街路樹イルミネーションだけでも
継続して実施できてよかった。子どもたちの思い出になれば」と話しました。
　イルミネーションは１月４日まで（午後６時～10時）点灯される予定です。

「島原手延そうめん」を活用した、誰でもできる簡単お手軽レシピをご紹介します。
本格的な冬を迎えたこの時期にピッタリの体をポカポカさせるそうめんレシピです。
切って和えるだけの簡単レシピを、ぜひお試しください。

おかずだれそうめん

島原手延そうめんを活用 簡単お手軽レシピ

材 料（2人分）

●島原手延そうめん
●しいたけ
●えのき
●鶏ひき肉
●めんつゆ（４倍濃縮）
●合わせ味噌
●おろし生姜
●水
●みつば

……２～３束
……………………２個
………………………１袋
…………………100ｇ

大さじ３杯
…………大さじ１杯
…………小さじ１杯

…………………………300cc
………………………適量

作り方

❶ 事前にしいたけ、えのきは粗目に
みじん切りにします。

❷ 耐熱容器にAの材料を入れ混ぜた
後、500Wの電子レンジで６分程
度温め、肉に火が通るまで加熱し
ます。

❸ 器に茹でたそうめんを盛り付け、
②の材料をかけた後、刻んだみつ
ばを添えて完成です。

※おろし生姜の量はお好みで調整してください。

AA

　加津佐町にある前浜海水浴場に行くと、海に突き出た
２つの小山があり、その間には砂浜が広がっています。
南側の山は“女島”、北側の山は“岩戸山”と言います。
そのうち“女島”は、かつて“目嶋”と呼ばれていました。
なぜ“目”の嶋と呼ばれていたのでしょうか。
　その理由は女島の“立地”にあります。約150万年前の
海底噴火によって誕生した女島は、海に突き出た標高約
70メートルの自然の高台をつくりました。この高台は、
漁業を行う住民たちが、海を回遊する魚の群れを見つけ
出すのに好都合な場所でした。また幕末期には、外国船
などを監視するための“見張所”としての役割を備えてい
ました。これが“目”の嶋と呼ばれていた理由です。一方で、

女島と同じく、岩戸山もほぼ同時期の海底噴火で誕生した
火山で、それぞれの山のかたちと岩石の特徴が似ていた
ことから、いつしか標高が高くて大きい岩戸山を“男島”、
それより低くて小さい目嶋を“女島”と、呼ぶようになりま
した。
　地名には、地域のくらしや自然環境を反映して名付け
られたものが多く存在します。身近にある地名の由来を
調べてみると、おもしろい発見があるかもしれません。

『地形から読み解く「女島」と名付けられた理由』～ジオの見どころ～

前浜海水浴場から撮影した女島

問 島原半島ジオパーク協議会　☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０
E-mail：info@unzen-geopark.jp

つなごう未来へ！
島原半島ユネスコ世界ジオパーク

め じま わ け

と１月30日㈯  午前10時～正午（受付：午前９時30分～）
ば深江埋蔵文化財・噴火災害資料館（深江町戊2102）
な噴火30年の撮影記録とサルタヒコの不思議について紹介
します。

●講　師…大河　憲二 氏
　　　　　（島原半島ユネスコ世界ジオパークサポーター）
●題　目…島原半島を知楽（ちがく）する
※暖かい服装で、マスクを着用してご参加ください。
定20人   り200円　※参加費は当日ご持参ください。 
し１月20日㈬
も氏名、住所、性別、生年月日、電話番号を記載したメー
ルまたは電話で申し込んでください。

第47回 ジオ空教室
ぞら

め いわ

みはりどころ

ど さんじま

め じま

お じま
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Focus in 南島原
市内各地で行われたイベントやまちの話題をお届けします。

＊まちの話題  南島原タイムトリップ 答え…昭和59年頃の深江町役場


